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....学校支援地域本部学校支援地域本部学校支援地域本部学校支援地域本部事業事業事業事業    

※該当する内容に○ 

学習支援 部活動指導 美化・環境整備 登下校指導 学校行事・その他 
学校支援 

   ○ （             ） 

復興学習 防災教育 伝統文化・芸能 職業体験・キャリア教育 イベント・行事・その他 学校と地域の 

協働学習     （             ） 

学習支援 体験・交流活動 遊び・スポーツ 児童クラブとの連携 その他 
放課後等支援 

    （             ） 

家庭教育講座 親子参加行事 サロン・相談対応 家庭訪問相談 その他 家庭教育・ 

保護者支援     （             ） 

高齢者支援・世代間交流 心のケア・健康管理 生活再建・地域づくり 地域人材育成 その他 地域課題に応じた 

学習・交流     （             ） 

 

自治体単独実施 団体等との連携実施 大 学 と の 連 携 実 施 （連携している団体等・大学の名称） 実施形態 

（該当に○）     

コーディネーター数 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ延べ人数 年間実施日数（回数） 活動場所 実施主体・ 

場所等    矢巾東小学校 

 

  

自治体名自治体名自治体名自治体名    

取組概要取組概要取組概要取組概要    

活動内容活動内容活動内容活動内容    

震災後震災後震災後震災後のののの地域地域地域地域のののの状況状況状況状況・・・・仮設住宅数仮設住宅数仮設住宅数仮設住宅数    

当町は岩手県の内陸に位置しており、津波浸水等の大きな被害はないが、防災に対する関心や、地域コミュニティの

在り方についての課題意識は高まっている。（震災による被害：町道の一部通行止め等。ライフライン復旧は 3/13） 

＜＜＜＜取組名取組名取組名取組名＞＞＞＞                        ～～～～学校安全学校安全学校安全学校安全ボランティアボランティアボランティアボランティア（（（（スクールガードスクールガードスクールガードスクールガード））））のののの養成養成養成養成～～～～    

学校数学校数学校数学校数    

・矢巾東小学校における学校安全ボランティア（スクールガード）の養成は、学校支援地域本部事業導入 2 年目の平成

21 年から毎年実施している。 

・学校安全ボランティア自体は 21 年度以前から存在していたが、当時は実施体制や研修も不十分であったことから、学

校支援地域本部事業の導入により、ボランティアのレベルアップと支援体制の整備を図ることを目的とし、現在まで継続

的に実施している。 

・本事業の導入によって、ボランティアが必要な知識を学んだり、警察等関係者の講話を聞いたり、情報交換等の研修を

実施することができた。また不足するベストや腕章等の用品についても補充することができた。様々な養成研修を実施す

ることでボランティアの意欲が向上し、また各地域で主体的に協力を呼びかけていただくことにより、ボランティアの増員と

安定確保につながっている。 
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取組の変遷 

 

◇被災による課題 

 ・震災による被害は沿岸部ほどではないが、地震をはじめとした災害に対する不安への対応や心のケアなど、 

取り組むべき課題は多い。 

・被災地支援等を通じてボランティアに対する意識が高まってきており、今後、地域と学校が連携して取り 

組み、支え合う地域コミュニティの形成についても、今後取り組まなければならない課題である。 

 

◇住民等からの要望・必要な取組 

・子育てや教育に対して関心の高い住民が多い。 

・平成１６年の開校当時から児童の登下校の安全を見守るスクールガードなどのボランティアが個別に活動を行っ

ていた。 

 

準備段階準備段階準備段階準備段階    

 

◇協力を呼びかけた団体・関係者、役割分担 

・コーディネーターは、地域のボランティアの方（学校の特別支援教育支援員（非常勤）を兼務）に依頼した。 

・読書ボランティアは、開校時から校内で活動していた保護者らによる読み聞かせグループに協力を呼びかけた。 

・安全ボランティアについては、学区内の自治会及び老人クラブのほか、警察官ＯＢの方に協力を呼びかけた。 

 

 

◇取組の充実や課題解決のための工夫 

 ・研修による各ボランティアのレベルアップと、コーディネーターによる連絡調整機能の強化を図り、ボランティア活動

の効果を高めることに重点的に取り組む。 

体制体制体制体制づくりづくりづくりづくり・・・・取組取組取組取組のののの実施実施実施実施    

 

◇これまでの取組による成果 

・研修会を企画し、安全ボランティアの知識の取得や技能の向上を図ることができた。 

・地域コーディネーターの配置により、学校とボランティアとの円滑な連絡調整を図ることができた。 

・学区内の全行政区にボランティアを配置することができた。 

・児童の登下校を見守る体制が構築された。 

 

◇課題や今後の展望 

 ・現在活動中のボランティアの方々以外にも広く学校支援ボランティアの周知を図り、より多くの保護者や地域住民

に活動への理解と参加を求めていくことが重要である。 

成果成果成果成果・・・・課題課題課題課題やややや今後今後今後今後のののの展望展望展望展望    


